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＜２１年度 第１回教研推進委員会開催＞
地区推進委員（敬称略）

下川口 田中 珠美 渭南教組 岡田 隆也 （委員長）

三 崎 川原 泰人 市教組 前田 晃 （副委員長）

足摺岬 前田 福水 校長会 山下 豊 （副委員長）

清水１ 冨田 美恵子

清水２ 北代 可也

下ノ加江 山﨑 小百合

＜教育研究集会の部会編制についての提案＞

来年度の教育研究集会の部会編制について推進委員会に提案致しました。３年前

にも提案がありましたがそれとは意を異にしています。

本市の教育研修会は、子ども達を中心に据えて教育実践の有り様を模索し、検証

し合う場として、先人達が長い歴史の中で右往左往しながら築き上げてきたもので

あり、今日に引き継がれてきています。教師自らが問題意識、課題意識を持ち、自

主的、主体的に自らの力量、資質向上を図るために教研集会に臨んできました。

その主旨は十分に理解して、次の提案を致します。各職場での検討をお願い致し

ます。

【提案】

来年度より教科のみに絞った教科部会編制へと移行したいと考えています。但し、

事務部会、養護部会においては従来通りとします。

【提案理由】

今日、教育情勢を巡る情勢、教師を取り巻く環境は厳しいものがあり、まためま

ぐるしく変化しています。目の前の子ども達の発達を巡る状況も全国的な状況に違

わず本市においても困難の度を増してきています。そうした中で、幡多郡内の教育

研究集会を共通する教科別部会にし、市町村間交流の中で情報交換や自らの資質向

上に役立て、グローバルな中で自らを見つめていただければと思います。

また、授業公開を原則とし、教科別教研の中で研究授業等を行う場合は、各市町

村に案内をし、研修の場を広め、深めたいと思います。謂わば、幡多は一つという

認識のもと、自らの資質向上に役立て研鑽していく場を築き上げます。

２学期中に結論を出し、承認を得るならば、教科外部会の重要性も鑑み、次年度

より廃部の部会に関わっては長期休業中等に研修の場を設定し、参加体制を整えて

いきます。

わくわく英語講座
＜第１回 Ｌｅｔ’ｓ ｓｔｕｄｙ Ｅｎｇｌｉｓｈ を開催＞

サムさんとルイスさんを講師に招き、１１名の参加者で「わくわく英語講座」

研究所だより
を開催しました。自分の好きなことや食べ物等の自己紹介で始まり英語活動や授業

の流し方、指導者がよく使う表現等を学習し合いました。

本年度より、小学校５．６年では、年間１５時間以上の英語

の時間確保が義務づけられました。本当に先生方は大変ですよ

ね。研究所も先生方の少しでもお役にたてればと思っています。

英語への導入は、子ども達がとっつきやすい歌やゲームから

始めてはどうでしょう。まずは『英語の時間は楽しいよ』とい

うイメージを作ってあげましょう。そのために、次の参考教材

を紹介します。利用してみてはいかがでしょうか。

研究所でも堅苦しい英語研修ではなく楽しい研修を目指して［わくわく英語講

座・Ｌｅｔ’ｓ ｓｔｕｄｙ Ｅｎｇｌｉｓｈ］をあと６回（夏季休業も含め）開

催予定です。多数の先生方の参加をお待ちしています。

参考教材を紹介します。（研究所も購入しています。ご利用ください。）

①．Ｗｅ Ａｒｅ Ｓｏｎｇｂｉｒｄｓ

英語のあそびうた ＣＤ付き

著作：ラボ教育センター

発行：ラボ教育センター

定価 ２，５２０円（本体２，４００円）

②．小学校英語活動アイディアバンク

ソングゲーム集 ＣＤ付き

著作：樋口 忠彦・衣笠 知子

発行：教育出版

定価 ２，７３０円（本体２，６００円）

③．たのしい英語のうた ベスト６０ ＣＤ２枚組

発行：コロンビア

④．ピクチャーカードセット１，２

発行：成美堂

定価 各１８，９００円（本体１８，０００円）

参加された先生の感想

時間が短かったのでもう少し英語を喋ったり楽しいゲームを

したり・・・という時間があれば嬉しかったです。いつも学校

に来てやってくださるような授業をしてもらって英語を話すこ

とに抵抗がなくなるようにしたいです。

日本人の悪い所 下手だと笑われるんじゃないかと消

極的になる所。私はまさにその典型ですので、“下手でもいい、

とにかく喋ろう！”という雰囲気を作れば・・・。

英単語など、ものすご～く忘れているので、ちょっと心配もありますが。

よろしくお願い致します。（窪津小学校－永野美華子先生）


